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概要

今日の競争の激しいブロードバンド業界において成功する
ためには、リターンパスサービスのネットワーク性能を維持
することがクリティカルです。イングレスを緩和してシステム
完全性を確保するための労働コストを最小化するのは容易
ではありません。

VIAVI Seeker 漏れ管理システムと統合 LAW-X™ は、漏れ管
理プロセスを自動化することで、メンテナンスコストを最小
化し、効率を最大化する独自の方法を提供します。

この内蔵ソリューションを使用すると、システムオペレーター 
による素早い漏れ検出と修理、作業時間の最小化、ネット 
ワーク漏れ完全性の素早い評価、漏れメンテナンス工程の有 
効性の測定が可能になります。

自動漏れ管理

システムは LAW-X サーバー、車載 Seeker ファミリー漏れ 
メーター、GPS 受信機、およびモバイルコミュニケーション 
アダプタ（MCA）で構成されており、ドライバーの定常業務を中断 
することなく、漏れの位置およびレベル情報を収集します。

エンジニアは、USB 接続を介してデータを手動でアップロード 
したり、指定された WiFi ホットスポットに接続したりでき 
ます。また、漏れの位置データは自動的に LAW-X にアップ 
ロードされます。サーバーはデータをプロットし、漏れの源の位 
置をマップ上の押しピンとしてマークします。これらすべては
自動的に行われます。

主な特徴
	y 自動データ収集、漏れのマッピング表示、ワーク 
オーダー管理により生産性と効率を向上

	y 解析および意思決定用に継続的にデータベース
およびマップを更新

	y 自動漏れ位置検出および振幅表記により、漏れの
検出と優先順位付けを加速化

	y XPERTrak の統合により、PNM システムの有効性 
を高め、検出された漏れを QoE（体感品質、 
Quality of Experience）に対する影響に相関 

	y プロセス自動化によるネットワーク完全性および
政府機関へのコンプライアンスの向上
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その後、LAW-X は、修理ワークオーダーを担当エンジニアに自動的に割り当て、メールで通知します。エンジニアは修理前後
のスナップショットをアップロードし、サーバーはワークオーダーをクローズして、押しピンはマップから削除されます（特許
取得済みアルゴリズムによりログされた漏れを自動的に修正し、FCC 規定相当の 10 フィート測定を反映させます）。

システムはスケーラブルでもあるため、フィールド機器のサービス展開がシステムの適切な地理的カバレッジに達したら、 
オペレーターは自動化レベルを上げることができます。

ウェブベースのプログラムインターフェイス

お馴染みの直感操作のインターフェイスにより、ユーザーは漏れ位置（押しピンとして表示）にマウスカーソルを重ねることで
詳細データを確認できます。押しピン上をクリックすると、その位置の漏れの完全な詳細が表示されます。

並べ替え可能な表形式の漏れリストを使用して、効率的なデータ管理が実現されます。漏れ封じ込めスーパーバイザーは、 
表示されるこの漏れリストから特定の漏れを選択して 
ワークオーダーを作成します。プラントマネージャーは 
フィールド強度により漏れを並べ替え、ロジスティクを考慮 
して修理エンジニアにワークオーダーを割り当てます。

ハイブリッド航空/マップオプションにより、漏れ情報と
物理アドレスおよび GPS 緯度/経度の相関が簡素化さ 
れます。これらはすべてお馴染みのユーザーインター 
フェイスを介して行います。これにより、エンジニアは効率 
的かつ迅速に漏れを修理できます。

漏れが修理されたことをエンジニアが示した後、LAW-X 
はワークオーダーをクローズして、マップから押しピンを
削除します。この自動プロセスにより漏れ修理時間を短
縮でき、ひいてはコスト節約につながります。

ソフトウェアサーバーおよびサポートオプション

VIAVI には、LAW-X を実装するためのさまざまなオプ 
ションが用意されています。ホステッド型 LAW-X は、 
ネットワークインフラストラクチャではなくビジネスの構築 
に集中できる、完全で管理された包括的なソリュー 
ションを提供します。これにより、先行投資と継続的な 
ハードウェアサポートにかかる時間とコストを節約できます。こ 
の方法では、サーバーは常に、すべてのバグが修正され
てセキュリティパッチが適用された最新バージョンに保
たれます。

LAW-X はまた、ユーザー提供の物理/仮想サーバー上で
実行するためのライセンスも提供しています。このモデル
では、年間ソフトウェアメンテナンスおよびサポート契約
により、ソフトウェアアップデート、ライブ TAC サポート、 
および XPERTrak 統合用 API をご利用いただけます。

	y 多機能マップインターフェイス
	y 並べ替え可能な漏れリスト
	y 自動/手動ワークオーダー生成

カスタムマップオーバーレイ 

ストランドマップ、航空プラント、地下プラント、アンプ、ペデスタルのインポート 

地下プラントマップ

航空プラントマップ

並べ替え可能な 
漏れリスト

多機能マップ 
インターフェイス 
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LAW-X への WiFi アクセス要件

車載 Seeker MCA モジュールの WiFi オプションと通信するワイヤレスアクセスポイントは、以下の規格を満たす必要があり
ます。

スタンダード WiFi（802.11 a/b/g/n）

セキュリティ WPA-PSK（TKIP）、WEP（128 ビット）、WPA2-PSK（AES） 

スタンドアロンサーバーソフトウェア要件
最小要件

Microsoft Windows Server ソフトウェア Windows Server 2012 R2 以降

Microsoft SQL Server ソフトウェア 2012 年スタンダードエディション以降

プロセッサー 最近の Intel または AMD プロセッサー、2 コア以上

ストレージ 500GB（RAID レベル 5 または 10）

メモリー 8GB

イーサネットアダプタ 100Mb 以上のイーサネットポートおよび高速インターネット接続

その他のコンポーネントオプション 光ドライブ、ビデオアダプタ、モニター、キーボード、マウス

データの損失を防止するために、バックアップストレージシステムも推奨。

LAW-X スタンドアロンサーバーソフトウェアには Windows サーバーと SQL サーバーソフトウェアは含まれません。このソフトウェアは、LAW-X  
サーバーソフトウェアの正常な動作に必要であり、エンドユーザーが用意する必要があります。
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